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“きゅうりさんは きゅうりさん

なのがうれしいのね 

 すずしそうな みどりのふく

に きらきらビーズをいっぱ

いつけて” 

 

とうもろこしさんも なすびさんも じゃがいもさんも・・・

みんな自分が自分であることが うれしくてなりません。 

どの野菜さんも今 畑からとってきたばかりのようなみず

みずしさです。 

子どもたちも自分がほめられたかのように野菜さんたち

のよろこびに共感し、とろけるような笑顔になります。 

あらっ、絵の中にいるのは・・・？ さあ、いっしょにさがし

ましょう。 

 

Y君は絵本が大好きです。でも、今日

は絵本を見ないで、自分が本屋さんに

なりました。 

 プレイルームの床に小さな本をいっぱい並

べて、にこにこ顔で「ひとつ、1000円で～

す！」ですって。「それはあまりにも高すぎま

す。少しまけてください。」 

というと、「じゃあ、30円と40円で～す！」

と、急に大幅に値下げをしてくれました。 

その間中、体をくねらせたり、走り回ったり落

ち着かない本屋さんです。とうとうぎりぎりの

タイミングでトイレへ・・・。 けろりとした顔で

出てくると、もう本屋さんは店じまい。その後

は、ゆったり落ち着いてビーズで遊びました。

いつもたのしいおともだちY君です。  

小さなおともだち 

 

2011年9月 第1号 

このお便りについて 

  このお便りは、東7病棟でボラ

ンティアをしている 「あかね文

庫お話の会」が作りました。     

ここにある絵本の紹介や、ボラ

ンティア時の子どもたちの様子

などを紹介していきますので、 

よろしくお願いします。 

新潟県立がんセンター新潟病院東7小児科お話ボランティア おひさまだより 第１号 ２０１１年９月  

 

あかね文庫お話しの会 おひさまだより 

 

 

えほんの紹介 

 『いっぱい やさいさん』 

    なかよくしてね！ 


